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1.  平成26年3月期第2四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 4,932 △1.3 107 ― 39 ― 233 ―
25年3月期第2四半期 4,998 △28.5 △45 ― △127 ― △161 ―

（注）包括利益 26年3月期第2四半期 234百万円 （―％） 25年3月期第2四半期 △163百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 7.76 ―
25年3月期第2四半期 △5.36 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第2四半期 10,291 1,275 12.4 42.47
25年3月期 10,211 1,040 10.2 34.66
（参考） 自己資本   26年3月期第2四半期  1,275百万円 25年3月期  1,040百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
26年3月期 ― 0.00
26年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,000 2.6 260 ― 130 ― 290 ― 9.66



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表
に対する四半期レビュー手続きが実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は、様々な要因に
より大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料２ページ「1.当四半期
決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 30,080,000 株 25年3月期 30,080,000 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q 49,826 株 25年3月期 49,135 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 30,030,458 株 25年3月期2Q 30,031,281 株
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（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、政府の経済・金融政策を背景に、円安・株高傾向が続き、企業収益が

改善に向かうなど、緩やかな景気回復基調が見られました。一方、雇用回復・所得改善の遅れや中国経済の成長鈍化

など、国内外に懸念材料もあり、先行きの不透明感も残っております。  

  鉄鋼業界におきましては、海外の鉄鋼需給状況に不透明な要因があるものの、内需は建設向けが好調に推移し、自

動車を中心に製造業向けにおいても持ち直しの動きが出てきております。 

 このような経済状況に対処すべく、当社グループは、鉄鋼製品事業において、みがき帯鋼事業およびステンレスエ

ンボス製品、加工品事業に集中する事業体制の下で特長商品・サービスの拡充・拡販とコスト削減に取組んでまいり

ました。固定費削減や原料費低減等の継続的なコスト削減に加えて、特にみがき帯鋼の受注が自動車業界の回復基調

の動きに合わせて上向き始めたことにより、採算は改善し黒字転換いたしました。 

  その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は4,932百万円（前年同期比1.3％減）、営業利益107百万円（前年

同期営業損失45百万円）、経常利益39百万円（前年同期経常損失127百万円)となりました。これに平成25年９月19日

付け「固定資産の譲渡ならびに特別利益および特別損失の計上に関するお知らせ」で発表した固定資産売却益261百

万円を特別利益に、平成25年８月９日付け「所有不動産の賃貸借契約等締結ならびに特別損失計上に関するお知ら

せ」で発表した工場整備に関連する費用等62百万円を特別損失に計上し、四半期純利益は233百万円（前年同期四半

期純損失161百万円）となりました。 

     

（２）財政状態に関する説明 

 当第２四半期末における資産総額は10,291百万円となり、前連結会計年度末より80百万円増加いたしました。これ

は主に有形固定資産の譲渡と減価償却により固定資産は減少したものの、現金及び預金等の流動資産が増加したこと

によるものです。  

 負債総額は、9,016百万円となり、前連結会計年度末より154百万円減少いたしました。これは主に短期借入金が減

少したことによるものです。  

 純資産につきましては、1,275百万円となり前連結会計年度末より234百万円増加いたしました。これは主に利益剰

余金の増加によるものです。  

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 連結業績予想の当四半期における修正につきましては、平成25年10月29日発表の「業績予想の修正及び配当予想の

修正に関するお知らせ」をご参照ください。また、個別業績予想の当四半期における修正と配当予想の修正につきま

してもあわせてご参照ください。   

   

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

   

当社グループは、平成25年３月期において、通期営業キャッシュ・フローはプラスに転じ、営業損益は第２四半期

連結会計期間（平成24年７～９月）以降黒字化いたしましたが、通期ベースでは、まだ営業損失、経常損失及び当期

純損失の計上が続いたため、継続企業の前提に関する重要事象等ととらえておりました。 

重要事象等の解消のためには、安定的・継続的に黒字を確保することが必要であると考えており、みがき帯鋼事業

およびステンレスエンボス製品、加工品事業に集中する構造改革後の事業体制で、受注数量の確保とコスト低減策の

継続実施により鉄鋼製品事業の黒字を確保し、所有不動産の有効活用により利益面・資金調達面での下支えを行って

いく方針のもとで、必要な施策を順次進めております。 

これら施策の積み上げにより、当第２四半期連結累計期間（平成25年４～９月）において経常損益も黒字化するな

ど業績は確実に改善してきております。平成26年３月期については、受注状況に回復の兆しが出てきているのに加え

１．当四半期決算に関する定性的情報

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等



て、下半期以降の所有不動産の新規賃貸開始も決定しております。 

今後は各四半期毎の黒字を確実なものとし、通期ベースでも営業損益・経常損益の黒字化を実現してまいります。

      このような施策により、継続企業の前提に関する重要な不確実性はないものと判断しております。 

   

   



４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,401 1,772

受取手形及び売掛金 2,377 2,502

商品及び製品 598 525

仕掛品 425 450

原材料及び貯蔵品 362 313

繰延税金資産 16 15

その他 39 57

貸倒引当金 △50 △52

流動資産合計 5,169 5,585

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,381 1,248

機械装置及び運搬具（純額） 2,662 2,522

土地 642 589

その他（純額） 62 56

有形固定資産合計 4,749 4,417

無形固定資産 73 72

投資その他の資産   

投資有価証券 95 98

長期貸付金 3 3

繰延税金資産 71 67

その他 91 85

貸倒引当金 △43 △38

投資その他の資産合計 218 216

固定資産合計 5,041 4,706

資産合計 10,211 10,291



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,348 2,233

短期借入金 5,121 4,921

リース債務 89 91

未払法人税等 2 0

未払消費税等 － 25

賞与引当金 44 48

事業構造改善引当金 14 9

その他 191 247

流動負債合計 7,811 7,579

固定負債   

長期借入金 5 76

リース債務 482 436

繰延税金負債 2 3

退職給付引当金 725 739

役員退職慰労引当金 80 70

資産除去債務 30 31

その他 30 79

固定負債合計 1,358 1,436

負債合計 9,170 9,016

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,504 1,504

利益剰余金 △457 △224

自己株式 △6 △6

株主資本合計 1,039 1,272

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 0 2

その他の包括利益累計額合計 0 2

純資産合計 1,040 1,275

負債純資産合計 10,211 10,291



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

売上高 4,998 4,932

売上原価 4,549 4,345

売上総利益 448 587

販売費及び一般管理費 494 480

営業利益又は営業損失（△） △45 107

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 0 0

為替差益 2 8

助成金収入 10 4

その他 10 4

営業外収益合計 24 17

営業外費用   

支払利息 81 77

その他 24 7

営業外費用合計 106 85

経常利益又は経常損失（△） △127 39

特別利益   

固定資産売却益 － 261

特別利益合計 － 261

特別損失   

固定資産売却損 － 20

固定資産除却損 － 41

事業整理に伴う精算金 43 －

特別損失合計 43 62

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△171 238

法人税、住民税及び事業税 1 0

法人税等調整額 △11 4

法人税等合計 △10 5

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△161 233

四半期純利益又は四半期純損失（△） △161 233



（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△161 233

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △2 1

その他の包括利益合計 △2 1

四半期包括利益 △163 234

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △163 234

少数株主に係る四半期包括利益 － －



 該当事項はありません。   

   

   

 該当事項はありません。   

   

   

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
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